
加
納
久
朗
の
成
長
と
意
志

　

加
納
久
朗
は
、
明
治
19
年
（
１
８
８
６
）
８
月
１

日
、
子
爵
加
納
久
宜
・
文
子
夫
妻
の
次
男
と
し
て
、

東
京
・
小
石
川
の
私
邸
で
生
ま
れ
た
。
久
朗
よ
り
加

納
家
３
代
前
に
あ
た
る
久
徴
（
江
戸
幕
府
講
武
所
総

裁
・
奏
者
番
な
ど
を
歴
任
、
幕
閣
中
枢
で
活
躍
）
と

読
み
は
「
ひ
さ
あ
き
ら
」
で
同
音
で
あ
る
。
加
納
家

や
一
宮
町
関
係
者
は
２
人
を
区
別
す
る
た
め
久
徴
を

「
き
ゅ
う
ち
ょ
う
」、
久
朗
を
「
き
ゅ
う
ろ
う
」
と
音

読
み
し
て
区
別
し
て
い
る
。

　

加
納
家
は
大
家
族
で
あ
る
。
長
男
久
元
は
明
治
13

年
９
月
に
生
ま
れ
た
が
、
ジ
フ
テ
リ
ア
に
か
か
り
夭

折
し
た
。
そ
れ
だ
け
に
次
男
久
朗
の
誕
生
は
家
族
か

ら
感
激
と
歓
喜
と
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
た
。
彼
は
実

質
的
な
加
納
家
嫡ち

ゃ
く
し子

（
後
継
者
）
と
な
る
。
彼
の
上

に
２
人
の
姉
が
お
り
、
長
姉
嘉よ

し

子こ

（
陸
軍
中
将
武
田

三
郎
夫
人
）
は
明
治
11
年
10
月
に
生
ま
れ
た
。
次
姉

次
子
（
明
治
15
年
３
月
生
ま
れ
）。
長
姉
嘉
子
は
嫁

い
で
間
も
な
く
他
界
し
、
久
朗
の
す
ぐ
下
の
妹
冲な

か

子こ

（
明
治
17
年
１
月
生
ま
れ
）
が
武
田
三
郎
の
後
妻
と

な
る
。
弟
久
憲
（
明
治
22
年
１
月
30
日
生
ま
れ
、
農

学
者
、
キ
リ
ス
ト
教
牧
師
）
は
３
歳
年
下
の
唯
一
の

実
弟
で
あ
る
。
欽
定
憲
法
発
布
の
年
の
生
ま
れ
で
あ

る
こ
と
か
ら
「
久
憲
」
と
名
付
け
ら
れ
た
。
２
番
目

の
妹
國く

に

子こ

（
明
治
23
年
生
ま
れ
）。
３
番
目
の
妹
八

重
子
（
明
治
24
年
８
月
生
ま
れ
）。
４
番
目
の
妹
治は

る

領
地
を
返
還
し
朝
廷
か
ら
子
爵
の
位
を
頂
い
た
。
私

（
久
憲
）
は
東
京
・
小
石
川
の
家
に
生
ま
れ
た
が
、

２
歳
の
頃
大
森
に
移
転
し
た
。
大
森
と
言
っ
て
も
真

の
番
地
は
東
京
府
荏
原
郡
入
新
井
村
新
井
宿
（
現
東

京
・
大
森
）
と
言
っ
て
山
手
の
方
に
あ
っ
た
。
私
た

ち
の
家
は
丘
の
上
に
あ
っ
て
田
圃
の
彼
方
に
東
京
湾

を
眺
め
て
い
た
。
こ
の
家
は
半
分
く
ら
い
洋
館
に

な
っ
て
い
た
の
で
、
終
戦
と
と
も
に
進
駐
軍
が
接
収

し
て
将
校
ク
ラ
ブ
に
し
た
。
大
森
駅
か
ら
東
海
道
線

で
新
橋
駅
ま
で
20
分
く
ら
い
か
か
っ
た
。
周
囲
に
は

梅
林
が
多
か
っ
た
。
私
が
学
習
院
の
中
学
時
代
に
、

明
治
天
皇
の
皇
后
陛
下
が
家
の
庭
に
お
出
下
さ
り
光

栄
に
感
じ
、
両
親
は
陛
下
が
椅
子
に
か
け
ら
れ
て
、

海
の
方
を
眺
め
ら
れ
た
処
に
大
理
石
で
記
念
碑
を
建

て
た
り
し
た
」

　

兄
久
朗
も
小
石
川
で
生
ま
れ
入
新
井
村
で
幼
時
を

過
ご
し
た
。

　
「
明
治
27
年
１
月
、
父
久
宜
は
鹿
児
島
県
知
事
に

任
命
さ
れ
た
。
私
の
５
歳
の
頃
（
久
朗
８
歳
）
で

あ
っ
た
。
当
時
鉄
道
は
東
京
か
ら
広
島
ま
で
で
、
鹿

児
島
に
行
く
に
は
神
戸
ま
で
汽
車
で
、
そ
れ
か
ら

１
０
０
０
ト
ン
も
な
い
小
さ
な
汽
船
で
行
く
の
が
一

番
便
利
だ
っ
た
。
一
行
は
、
両
親
の
他
、
祖
母
、
姉

２
人
、
兄
（
久
朗
）、
久
憲
、
妹
４
人
、
乳
母
２
人
、

子
守
１
人
、
農
業
の
出
来
る
男
僕
１
人
と
で
な
か
な

か
に
ぎ
や
か
だ
っ
た
。
そ
の
頃
、
鹿
児
島
県
に
は
鉄

道
は
な
く
、
電
灯
も
電
話
も
な
か
っ
た
」

「
私
の
小
学
３
年
の
頃
、D

utch Reform
ed 

M
ission

（
キ
リ
ス
ト
教
・
オ
ラ
ン
ダ
改
革
派
布
教

団
）
の
宣
教
師
ピ
ー
ク
博
士
が
鹿
児
島
に
赴
任
し
、

知
事
の
官
邸
に
父
久
宜
を
公
式
訪
問
さ
れ
た
。
私
の

父
母
は
慇い

ん

懃ぎ
ん

に
師
を
迎
え
挨
拶
を
交
わ
し
た
。
そ
れ

が
縁
で
、
兄
久
朗
と
私
は
（
父
の
依
頼
も
あ
っ
て
）

ピ
ー
ク
夫
人
の
と
こ
ろ
に
英
語
を
習
い
に
行
く
こ
と

に
な
っ
た
。
そ
の
時
私
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
も
知
ら

な
か
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
に
接
す
る
初
め
て
の
体
験

で
あ
っ
た
」

　
「
ピ
ー
ク
先
生
の
御
住
居
は
、
西
郷
さ
ん
の
御
墓

の
あ
る
浄
光
明
寺
の
山
の
麓
に
あ
っ
て
、
畑
の
中
に

小
さ
い
家
を
新
築
し
、
毎
日
数
時
間
、
家
族
か
ら

離
れ
て
そ
の
中
で
一
生
懸
命
日
本
語
を
勉
強
し
て

い
た
。
私
（
久
憲
）
は
高
等
学
校
の
時
、
再
び
東

京
か
ら
鹿
児
島
に
来
る
様
に
な
っ
て
、
大
正
８
年

（
１
９
１
９
）
の
暮
れ
、
ク
リ
ス
マ
ス
祭
も
近
い
頃
、

丁ち
ょ
う
ど度
日
本
キ
リ
ス
ト
教
会
が
無
牧
※

で
あ
っ
た
の
で
、

ピ
ー
ク
先
生
が
出
張
さ
れ
た
の
を
機
会
に
私
は
洗
礼

を
受
け
た
」

　

加
納
兄
弟
が
、
鹿
児
島
の
小
学
生
時
代
に
ア
メ
リ

カ
人
の
若
い
宣
教
師
ピ
ー
ク
博
士
の
夫
人
か
ら
教
養

人
の
英
語
を
直
接
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
は
、
二
人

が
社
会
人
に
な
っ
て
欧
米
の
地
で
活
躍
す
る
こ
と
を

考
え
る
と
、
極
め
て
重
要
な
体
験
と
言
え
る
。

　
「
父
は
鹿
児
島
に
地
方
長
官
（
知
事
）
と
し
て
７

年
間
も
勤
務
し
た
が
、
民
党
と
吏
党
の
争
い
の
激
し

か
っ
た
地
に
、
い
ず
れ
の
政
党
に
も
属
せ
ず
、
ひ
た

す
ら
滅
私
奉
公
、
忠
君
愛
国
主
義
で
、
産
業
政
策
に

熱
中
し
、
県
民
の
た
め
殖
産
・
教
育
・
衛
生
・
土
木

な
ど
の
各
方
面
に
献
身
的
努
力
を
し
た
。
で
す
か
ら

知
事
官
舎
の
庭
ま
で
農
事
試
験
場
に
な
っ
て
、
各
種

の
ニ
ワ
ト
リ
、
蜜
蜂
、
果
樹
、
野
菜
、
そ
れ
に
堆
積

肥
料
の
小
屋
、
屋
内
で
は
母
親
が
指
揮
者
で
養
蚕
、

生
け
花
、
料
理
の
講
習
会
を
や
っ
た
り
、
乗
馬
用
の

馬
３
頭
も
い
て
、私
（
久
憲
）
は
幼
稚
園
に
は
ポ
ニ
ー

に
乗
っ
て
通
っ
た
。
畜
産
奨
励
の
た
め
だ
っ
た
」

　
「
私
は
中
学
３
年
生
の
時
、
学
習
院
に
転
校
し
た
。

学
習
院
は
当
時
四
谷
見
附
の
近
く
に
あ
っ
て
、
兄
久

朗
は
３
つ
上
の
級
に
い
た
。
大
森
か
ら
汽
車
で
新
橋

ま
で
行
き
、
そ
れ
か
ら
徒
歩
で
通
学
し
た
」

　

久
宜
が
鹿
児
島
県
知
事
を
辞
職
し
た
の
は
『
家
族

の
意
見
を
入
れ
て
』
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
単
に
経
済

的
な
面
だ
け
で
な
く
子
ど
も
達
の
教
育
を
考
え
て
と

の
面
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
久
朗
の
学
習
院
中
等

科
（
旧
制
中
学
校
）
５
年
生
へ
の
編
入
学
は
、
加
納

一
家
が
東
京
・
入
新
井
の
私
邸
に
戻
っ
た
明
治
33
年

（
１
９
０
０
）
９
月
で
あ
る
。
学
習
院
の
同
級
生
の

多
く
が
皇
室
や
華
族
の
子
弟
で
あ
っ
た
。

　

久
憲
は
鹿
児
島
県
を
「
第
二
の
故
郷
」
と
懐
か
し

み
旧
制
高
校
生
入
学
試
験
の
際
に
第
七
高
校
（
現
鹿

児
島
大
学
）
を
選
ん
で
鹿
児
島
県
に
戻
り
、
５
年
後

東
京
帝
国
大
学
農
科
大
学
入
学
に
伴
っ
て
帰
京
す

る
。「
鹿
児
島
弁
」
を
自
慢
し
た
。

　
　
　

◇　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◇

　　

久
朗
が
晩
年
に
学
習
院
同
窓
会
に
寄
せ
た「
感
想
」

（
昭
和
29
年
３
月
14
日
）
が
あ
る
。
彼
は
68
歳
で
翌

年
日
本
住
宅
公
団
初
代
総
裁
に
就
任
す
る
。（
現
代

語
表
記
と
す
る
）。

「　

感
想　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
納
久
朗

　
（
前
略
）
考
え
れ
ば
学
習
院
時
代
に
受
け
た
教
育

は
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
文
化
教
育
の
上
で
も
当
時

と
し
て
は
進
ん
で
居
っ
た
。
そ
れ
は
当
時
学
校
の
財

政
が
豊
か
で
、
先
生
の
生
活
が
保
障
さ
れ
て
居
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
此
の
点
、
今
日
の
学
習
院
の
ゆ
と
り

な
き
貧
し
い
教
育
に
比
較
す
る
と
、
我
々
は
何
と
幸

福
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

学
習
院
が
、
我
々
に
教
え
た
こ
と
は
『
破
廉
恥
』

な
こ
と
を
す
る
な
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
我
々

の
時
代
は
、
日
本
が
勝
利
の
時
代
で
あ
っ
た
が
、

今
日
は
『
敗
戦
の
日
本
』、『
や
み
屋
の
日
本
』
そ

し
て
『
ア
ル
バ
イ
ト
の
日
本
』
を
経
過
し
た
学
習

院
で
あ
る
。
だ
か
ら
今
の
学
習
院
の
学
生
諸
兄
は

気
の
毒
で
あ
る
と
思
う
。

　

我
々
の
『
外
な
る
生
活
』
即
ち
肉
体
は
だ
ん
だ

ん
衰
え
て
行
く
、
生
命
は
短
く
な
っ
て
い
く
、
け

れ
ど
も
我
々
の
『
内
な
る
生
活
』
は
幼
少
時
代
の

回
顧
を
楽
し
み
、
旧
友
と
の
友
情
を
更
生
し
て
人

生
の
最
大
幸
福
を
感
謝
し
て
味
わ
う
こ
と
が
出
来

よ
う
」

　

イ
ギ
リ
ス
紳
士
の
生
き
様
を
理
想
に
掲
げ
る
久

朗
は
「
破
廉
恥
な
こ
と
」
を
生
涯
極
端
に
嫌
っ
た
。

　
　
　

◇　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◇

　　

加
納
家
の
「
教
育
方
針
」
は
、
父
久
宜
の
リ
ベ

ラ
ル
な
人
生
観
を
反
映
し
て
自
由
主
義
的
で
あ
り
、

同
時
に
先
進
的
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
ひ
と
つ
に
「
家

庭
演
説
会
」
が
あ
る
。『
刻
ま
れ
た
歴
史
』（
中
村

信
夫
）
か
ら
引
用
す
る
。

　
「
明
治
41
年
、
内
務
省
に
入
っ
た
後
藤
文
夫
（
４

番
目
の
妹
治
子
の
夫
）
は
地
方
局
に
配
属
さ
れ
た

が
、
そ
の
こ
ろ
加
納
久
宜
は
町
民
に
請
わ
れ
て
上

総
一
宮
町
長
に
な
っ
て
い
た
。
か
つ
て
の
藩
主
で

あ
り
、
鹿
児
島
県
知
事
で
令
名
を
馳
せ
、
ま
た
貴

族
院
議
員
で
も
あ
る
『
大
物
』
町
長
で
あ
る
。
内

務
省
も
自
治
功
労
者
と
し
て
加
納
を
大
切
に
し
、

講
演
会
や
研
究
会
に
講
師
と
し
て
招
聘
し
、
そ
の

意
見
を
聞
い
て
い
た
。
後
藤
も
入
省
当
時
は
、
大

講
堂
で
加
納
の
話
を
聞
い
た
あ
と
、
千
葉
県
東と
う

金が
ね

N
ノ ー ブ レ ス

oblesse o
オブリージュ

blige

子こ

（
国
務
大
臣
後
藤
文
夫
夫
人
）、
５
番
目
の
末
の

妹
夏
子
（
明
治
26
年
９
月
生
ま
れ
、
実
業
家
麻
生
太

賀
吉
母
堂
）。
母
文
子
は
久
朗
が
７
歳
の
時
、
明
治

26
年
に
他
界
し
た
。
継
母
と
し
て
旧
幕
臣
原
三
蔭
の

次
女
鎰い

つ

子こ

を
迎
え
る
。（
第
４
回
一
部
既
述
）。

　

久
朗
生
誕
の
こ
の
年
は
教
育
制
度
の
改
革
初
年
度

に
あ
た
り
、
小
中
学
校
令
・
師
範
学
校
令
・
帝
国
大

学
令
が
公
布
さ
れ
た
。
父
久
宜
は
、
す
べ
て
の
国
民

が
等
し
く
教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
教
育
制
度
の

近
代
化
を
求
め
た
有
識
者
の
一
人
で
あ
っ
た
。

　

久
朗
が
人
生
の
入
口
に
立
っ
て
大
き
な
影
響
を
受

け
た
の
が
教
養
人
で
あ
る
父
久
宜
で
あ
る
。
次
い
で

青
年
時
代
に
決
定
的
な
影
響
を
受
け
た
の
が
キ
リ
ス

ト
教
指
導
者
内
村
鑑
三
（
次
号
で
詳
述
）
で
あ
っ
た
。

　
　
　

◇　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◇

　　

久
朗
は
「
回
顧
録
」
を
残
し
て
い
な
い
が
、
実
弟

久
憲
が
自
叙
伝
『
ア
メ
リ
カ
生
活　

60
年
、
在
米
同
胞

の
一
人
と
し
て
』（
非
売
品
）
を
晩
年
に
記
し
て
い
る
。

家
系
や
少
年
時
代
の
思
い
出
か
ら
80
年
余
り
の
人
生

を
語
っ
た
こ
の
自
叙
伝
を
手
掛
か
り
に
、
久
朗
の
幼

少
年
時
代
や
加
納
家
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
追
っ
て
み
よ

う
。（「
自
叙
伝
」
の
一
部
を
修
正
し
要
旨
の
み
を
引

用
し
た
場
合
も
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
）。

　
「
父
久
宜
は
上
総
国
一
宮
藩
主
の
養
子
と
な
り
、

加
納
遠と

お
と
う
み
の
か
み

江
守
と
称
し
大
名
で
し
た
。
王
政
復
古
で

※�キリスト教用語で、教会に牧師など指導者がいない状態

～
貴た

か

き
者
の
責
務
～
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歴
任
）、
芦
田
均
（
同
じ
く
後
に
外
務
大
臣
、
総
理

大
臣
を
歴
任
）
ら
が
い
る
。
二
人
と
の
交
流
は
生
涯

続
く
。
法
律
学
よ
り
も
経
済
学
を
好
ん
だ
。
農
業
経

済
の
専
門
家
で
あ
る
父
久
宜
の
影
響
だ
ろ
う
。
久
朗

は
、
大
学
在
学
中
に
千
葉
県
一
宮
町
長
を
務
め
て
い

た
父
久
宜
を
援
け
る
た
め
同
町
に
青
年
会
を
創
設
し

て
会
長
と
な
り
青
少
年
の
育
成
に
あ
た
っ
た
。
父
久

宜
は
農
村
青
年
の
研
修
に
力
を
注
い
だ
。
農
園
を
つ

く
り
、
果
樹
、
蔬そ

菜さ
い

の
栽
培
方
法
を
教
え
、
養
鶏
、

養
豚
な
ど
の
飼
育
を
指
導
し
、
稲
作
の
新
技
術
の
導

入
や
米
の
品
種
改
良
・
増
収
を
図
っ
た
。
私
立
一
宮

女
学
校
を
創
設
し
て
女
子
教
育
の
充
実
を
推
進
し

た
。
ド
イ
ツ
式
耕
地
整
理
法
を
取
り
入
れ
、
現
在
の

Ｊ
Ｒ
上か

ず
さ
い
ち
の
み
や

総
一
ノ
宮
駅
東
側
一
帯
の
水
田
（
約
１
５
０

町
歩
、１
町
歩
は
約
99
ア
ー
ル
）の
耕
地
整
理
を
行
っ

た
。
ハ
シ
ゴ
目
状
の
広
い
美
田
に
整
理
さ
れ
、
全
国

か
ら
そ
の
技
術
に
学
ぼ
う
と
見
学
者
が
多
数
訪
れ

た
。

　

こ
う
し
た
父
の
行
政
手
腕
を
大
学
生
久
朗
が
支

え
、
そ
の
後
は
弟
久
憲
が
受
け
継
い
だ
。
久
朗
は
青

年
を
対
象
と
し
た
「
読
書
会
」、「
運
動
会
」
な
ど
を

催
し
た
。
町
有
山
林
に
在
学
中
の
３
年
間
を
か
け
て

町
で
開
か
れ
た
内
務
省
主
催
の
地
方
自
治
講
演
会
で

主
役
講
師
で
あ
る
加
納
一
宮
町
長
に
随
行
し
、
講
演

を
記
録
す
る
仕
事
を
命
じ
ら
れ
た
。
後
藤
が
加
納
と

言
葉
を
か
わ
し
た
の
は
こ
れ
が
初
め
て
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
上
司
の
命
令
で
、後
藤
は
加
納
家
を
訪
問
し
、

そ
の
家
庭
演
説
会
に
列
席
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。
間

も
な
く
加
納
家
の
６
女
治
子
と
の
縁
談
が
持
ち
込
ま

れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
久
宜
が
２
回
会
っ
た
だ

け
で
後
藤
の
器
量
を
見
込
ん
で
の
こ
と
で
あ
っ
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

後
藤
が
書
い
た『
加
納
子
爵
の
家
庭
演
説
会
』（『
斯

民
』
第
４
編
第
４
号
・
明
治
42
年
）
は
、
加
納
家
の

家
庭
を
伝
え
て
い
て
興
味
深
い
」

　
「
…
加
納
子
爵
は
意
を
家
庭
に
用
い
ら
れ
る
こ
と

が
殊
に
深
く
し
て
、
そ
の
家
庭
は
世
に
模
範
家
庭
と

称
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
後
学
の
余
は
、
家
庭
に
関

す
る
子
爵
の
意
見
を
伺
う
と
い
う
の
が
、
訪
問
の
主

旨
で
あ
り
ま
し
た
。
…
（
子
爵
は
）
き
わ
め
て
謙
遜

慇
懃
な
る
態
度
と
語
調
で
、
自
分
に
向
か
っ
て
遠
来

を
感
謝
さ
れ
た
後
、
静
か
に
椅
子
を
寄
せ
ら
れ
た
。

子
爵
の
謙
遜
な
る
こ
と
は
有
名
で
あ
り
ま
す
が
、
自

分
の
如
き
一
介
の
書
生
に
対
し
て
も
、
丁
重
謙
遜
な

る
は
、
実
に
恐
縮
の
外
は
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
…

（
子
爵
は
）『
と
に
角
今
夕
は
、
家
庭
の
平
常
そ
の
ま

ま
の
有
様
を
観
じ
ら
れ
た
う
え
で
、
遠
慮
な
く
批
評

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
幸
い
今
夜
は
、
家
庭
演
説
会

を
開
い
て
娘
ど
も
が
旅
行
の
感
想
談
を
や
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
家
族
と
夕
飯
を
と
も
に
せ
ら

れ
て
、
演
説
会
に
臨
席
を
い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
間

に
お
尋
ね
に
対
し
て
、
意
見
な
ど
も
あ
り
ま
す
な
ら

ば
、
申
上
ぐ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
』
と
い
わ

れ
た
。
…

　
『
…
家
庭
演
説
会
と
は
人
の
前
で
自
分
の
思
う
こ

と
を
明
確
に
述
べ
る
練
習
を
し
た
り
、
ま
た
平
生
の

青
年
た
ち
と
植
樹
を
行
い
、
そ
の
数
は
６
万
本
に
も

達
し
た
。
経
費
の
多
く
は
加
納
家
が
負
担
し
た
。
弟

久
宣
は
「
自
叙
伝
」
で
記
し
て
い
る
。

　
「
私
（
久
憲
）
は
大
学
３
年
間
の
毎
夏
に
郷
里
上

総
一
宮
町
の
小
学
校
児
童
に
観
海
流
の
水
泳
を
教
え

た
。校
長
及
び
数
名
の
教
師
方
が
応
援
さ
れ
た
の
で
、

１
０
０
人
ず
つ
３
夏
教
え
た
。
先
年
、
45
年
ぶ
り
に

郷
里
を
訪
れ
た
際
、
沢
山
の
教
え
子
が
私
を
歓
迎
し

て
く
れ
た
」

　
「
水
泳
教
室
」
は
久
朗
の
発
案
だ
っ
た
。

　
「
私
の
兄
久
朗
は
英
語
が
好
き
で
熱
心
に
勉
強
し

た
。
当
時
、
学
習
院
に
は
神
田
、
南
日
、
熊
本
な
ど

と
い
う
英
語
の
大
家
が
教
授
と
し
て
教
鞭
を
取
ら
れ

て
い
た
。
或
日
熊
本
教
授
は
私
の
兄
に
、
君
が
そ
ん

な
に
英
語
が
好
き
な
ら
是
非
バ
イ
ブ
ル
を
一
読
す
る

が
よ
い
、
シ
ェ
ク
ス
ピ
ア
も
大
文
学
も
バ
イ
ブ
ル
が

根
底
に
な
っ
て
い
る
、
と
忠
告
さ
れ
た
。
以
来
兄
は

聖
書
に
親
し
む
よ
う
に
な
り
、
自
然
と
信
仰
に
入
っ

て
行
っ
た
。
東
大
の
法
科
に
い
る
時
は
専
も
っ
ぱ
ら
内
村
鑑

三
師
の
指
導
を
受
け
て
い
た
」（
久
憲
「
自
叙
伝
」）。

シ
ェ
ク
ス
ピ
ア
全
集
（
英
文
）
は
ロ
ン
ド
ン
の
書
店

か
ら
取
り
寄
せ
、
大
学
生
時
代
か
ら
読
み
始
め
て
い

る
。　

　
　
　

◇　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◇

　　

 

明
治
42
年
10
月
８
日
、
久
朗
は
学
習
院
高
等
科

を
卒
業
し
て
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
政
治
学
科
に

入
学
し
た
年
に
結
婚
す
る
。
新
郎
は
23
歳
の
若
さ
で

あ
っ
た
。
新
婦
は
士
族
伊
藤
祐
敬（
松
本
藩
士
末
裔
）

の
５
女
多た

津つ

（
ま
た
は
多
津
子
）
で
18
歳
だ
っ
た
。

彼
女
は
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
（
現
お
茶
の
水
女

子
大
学
）
を
卒
業
し
た
ば
か
り
で
、
才
色
兼
備
で
あ

る
多
津
の
結
婚
を
久
朗
以
上
に
父
久
宜
が
求
め
師
範

考
え
を
述
べ
て
、
互
に
切
磋
琢
磨
を
も
し
た
り
、
併

せ
て
高
尚
な
娯
楽
の
機
関
た
ら
し
め
よ
う
と
い
う
の

が
、
こ
の
会
の
目
的
で
あ
り
ま
す
。
６
年
前
か
ら
創は
じ

め
ま
し
て
、
毎
週
土
曜
日
が
定
日
で
…
既
に
３
０
０

回
ほ
ど
に
な
っ
て
い
ま
す
。
演
説
会
に
は
一
家
そ

ろ
っ
て
、
下
女
下
男
ま
で
も
列
席
さ
せ
、
彼
ら
に
も

ま
た
順
番
で
、
何
か
話
を
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
』

　

…
令
嬢
３
人
の
旅
行
感
想
談
は
、
と
り
ど
り
に
面

白
か
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
…
３
人
の
お
話
が
終
わ

り
ま
し
て
か
ら
、
女
中
さ
ん
の
一
人
が
立
っ
て
『
節

倹
』
と
い
う
題
の
短
い
話
が
あ
り
ま
し
た
。
…
今
夜

自
分
が
子
爵
の
家
庭
に
お
り
ま
し
た
数
時
間
は
、
興

味
も
い
よ
い
よ
深
い
よ
う
に
感
じ
た
し
、
楽
も
ま
た

益
々
多
き
こ
と
を
覚
え
た
の
で
あ
り
ま
す
。
清
快
の

２
字
は
、
全
く
子
爵
の
家
庭
に
お
け
る
、
自
分
の
感

情
を
表
す
る
の
に
最
も
適
当
な
文
字
で
あ
ろ
う
と
、

こ
こ
に
思
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
…
」
こ
う
い
う
家

庭
に
育
っ
た
治
子
が
ど
う
い
う
人
柄
で
あ
っ
た
か
、

説
明
す
る
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
加
納
自
身

の
人
柄
を
物
語
っ
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

演
説
会
に
は
一
家
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
下
女
下
男

ま
で
も
参
加
さ
せ
、
彼
ら
に
も
ま
た
順
番
で
話
題
を

提
供
さ
せ
た
と
は
、
加
納
家
が
華
族
で
あ
る
こ
と
を

考
え
る
と
極
め
て
先
進
的
と
考
え
ら
れ
る
。
明
治
39

年
（
１
９
０
６
）
８
月
10
日
、
久
朗
は
成
人
式
を
迎

え
、
政
府
よ
り
従じ

ゅ

五
位
の
位
階
に
叙
せ
ら
れ
た
。
正

式
に
華
族
の
一
員
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　

◇　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◇

　　

明
治
42
年
（
１
９
０
９
）
９
月
、
久
朗
は
東
京
帝

国
大
学
法
科
大
学
政
治
学
科
に
入
学
し
た
。
大
学
同

期
に
重し

げ

光み
つ

葵ま
も
る（
後
に
外
務
大
臣
、
総
理
大
臣
な
ど
を

学
校
ま
で
出
向
い
た
と
い
う
。学
生
結
婚
で
あ
っ
た
。

多
津
の
父
方
祖
父
は
松
本
藩
重
臣
伊
藤
軍
兵
衛
で
、

軍
兵
衛
は
幕
末
、
江
戸
高
輪
東
禅
寺
の
イ
ギ
リ
ス
仮

公
館
襲
撃
事
件
（
第
二
次
）
を
起
こ
し
た
こ
と
で
知

ら
れ
る
。
尊
王
攘
夷
派
の
彼
は
仮
公
館
を
警
護
中
イ

ギ
リ
ス
水
兵
２
人
を
殺
害
し
、逃
走
の
後
自
刃
し
た
。

　

東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
は
、
当
時
女
子
の
国
立

最
高
等
教
育
機
関
で
高
等
教
育
の
た
め
の
教
員
養
成

機
関
で
あ
っ
た
。
男
子
の
東
京
高
等
師
範
学
校
（
現

筑
波
大
学
）
と
と
も
に
名
門
で
あ
り
難
関
校
で
あ
っ

た
。
明
治
44
年
（
１
９
１
１
）
２
月
、
長
男
久
道
が

誕
生
し
た
。

　

学
生
時
代
の
久
朗
は
左
翼
思
想
に
も
影
響
を
受
け

た
。『
九
十
九
里
』（
毎
日
新
聞
千
葉
支
局
、
昭
和
48

年
12
月
１
日
刊
行
）
を
引
用
し
よ
う
。「
青
年
時
代

の
加
納
さ
ん
に
も
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
多
い
。
大
学
卒
業

の
頃
、『
こ
れ
か
ら
の
日
本
』
と
題
し
た
政
府
批
判

の
著
書
を
出
版
し
、
た
ち
ま
ち
発
行
停
止
に
。
華
族

と
い
う
こ
と
で
逮
捕
は
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
左
翼
運

動
の
指
導
者
・
片
山
潜
が
「
上
流
階
級
の
あ
な
た
が

…
」
と
驚
き
と
感
激
の
手
紙
を
寄
せ
て
い
る
」

　
「
こ
れ
か
ら
の
日
本
」
は
入
手
不
可
能
で
あ
る
。

だ
が
彼
の
そ
の
後
の
政
治
思
想
や
行
動
か
ら
判
断
す

る
と
、
藩
閥
政
治
や
軍
国
主
義
を
批
判
し
、
社
会
民

主
主
義
の
樹
立
を
訴
え
た
内
容
で
は
な
か
っ
た
か
と

想
像
さ
れ
る
。
イ
ン
テ
リ
青
年
ら
し
い
社
会
正
義
に

燃
え
た
論
旨
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
明
治
44
年
７
月
東

京
帝
国
大
学
を
卒
業
し
、
１
年
間
町
長
久
宜
の
仕
事

を
手
伝
い
、
翌
大
正
元
年
横
浜
正
金
銀
行
に
入
社
し

た
。
同
行
は
国
際
為
替
銀
行
と
し
て
は
ロ
ン
ド
ン
・

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
為
替
銀
行
と
肩
を
並
べ
る
世
界
３

大
の
国
策
銀
行
の
一
つ
で
、
語
学
に
秀
で
た
久
朗
は

面
接
の
み
で
入
社
が
認
め
ら
れ
た
。
初
任
給
は
35
円

で
、
帝
大
卒
と
し
て
恵
ま
れ
た
金
額
だ
っ
た
。
彼
は

東
京
本
社
で
研
修
を
受
け
た
後
大
阪
支
店
勤
務
と
な

り
、
そ
の
後
大
連
（
中
国
）
支
店
勤
務
と
な
っ
た
。

長
い
海
外
勤
務
の
始
ま
り
で
あ
る
。

　
「（
久
憲
が
大
学
を
卒
業
し
た
）
大
正
５
年

（
１
９
１
６
）、
私
（
久
憲
）
の
５
人
の
姉
妹
は
日
本

に
い
た
が
、
実
兄
久
朗
の
一
家
は
満
州
大
連
市
に
い

た
。
兄
が
横
浜
正
金
銀
行
の
支
店
に
勤
務
し
て
い
た

の
で
、
夏
の
渡
米
（
10
月
８
日
）
を
前
に
別
れ
の
あ

い
さ
つ
に
い
っ
た
。
一
日
、
南
満
州
鉄
道
所
有
の

ヨ
ッ
ト
を
借
り
て
広
い
湾
内
を
帆
走
し
た
の
は
愉
快

で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
満
州
と
朝
鮮
を
視
察
し
て
帰

宅
し
た
」（
久
憲
「
自
叙
伝
」）。
久
憲
は
永
住
を
決

意
し
て
ア
メ
リ
カ
に
わ
た
る
。

（
参
考
文
献
：
千
葉
県
一
宮
町
教
育
委
員
会
蔵
「
加
納
家
史

料
」、『
加
納
久
宜
集
』（
松
尾
れ
い
子
編
）、『
学
習
院
百
年

史
』、『
ア
メ
リ
カ
生
活
　
60
年
、
在
米
同
胞
の
一
人
と
し
て
』

（
加
納
久
憲
自
叙
伝
）、『
一
宮
町
史
』、『
刻
ま
れ
た
歴
史
』（
中

村
信
夫
）、『
九
十
九
里
』（
毎
日
新
聞
千
葉
支
局
）、
中
村
泰

氏
論
文
、
筑
波
大
学
付
属
図
書
館
資
料
な
ど
）

（
つ
づ
く
）。

若い加納夫妻と長男久通
（大阪時代か、一宮町教委「加納家史料」）

久朗の東京帝大卒業証書
（�学生時代、法律書よりも英米の経済学専門書を
よく読んだ。一宮町教委「加納家史料」）


